
水
路
の
復
元
・
整
備
を
行
う
他
、
潟
の

水
位
を
下
げ
る
水
位
管
理
を
行
う
。近年では、佐潟の水面のハスが

ほとんど確認できなくなった。

‌　
　

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
居
場
所
づ

く
り
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

本
年
度
よ
り「
小
学
校
適
応
指
導

教
室
運
営
支
援
モ
デ
ル
事
業
」を
実
施

し
て
お
り
、
校
内
に
適
応
指
導
教
室
を

設
置
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

不
妊
治
療
の
中
高
生
へ
の
啓
発
と

�

合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
教
育
の
推
進

小
野　

照
子（

翔
政
会
）

‌　
　

燕
市
で
は
県
内
で
初
め
て
高
校
生

を
対
象
に
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
身
体
的
に

男
女
の
特
徴
的
な
発
達
が
顕
著
に
な
る

中
高
生
の
段
階
で
正
し
い
知
識
を
学
び
、

将
来
に
向
け
て
準
備
す
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

小
・
中
学
校
や
高
校
で
助
産
師
や

保
健
師
が
講
話
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
、

関
係
機
関
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
さ

ら
な
る
啓
発
強
化
を
検
討
し
て
い
く
。

‌　
　

絶
対
的
な
支
援
員
不
足
で
平
等
な

教
育
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
限
界

が
生
じ
て
い
る
。
交
流
学
級
は
、
子
ど

も
た
ち
が
特
性
の
あ
る
児
童
と
触
れ
合

い
、
相
互
に
多
様
性
を
受
け
入
れ
、
尊

重
し
合
う
心
が
醸
成
さ
れ
る
が
、
本
市

の
環
境
づ
く
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

バ
ス
交
通
と

�

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
自
治
体
認
証

伊
藤　

健
太
郎

（
翔
政
会
）

‌　
　

今
年
度
末
に
は
新
潟
駅
直
下
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成
予
定
で
、
駅
の
南

北
が
バ
ス
で
も
行
き
来
で
き
る
よ
う
に

な
り
新
た
な
交
通
結
節
点
が
誕
生
す
る
。

今
後
、
鳥
屋
野
潟
南
部
開
発
が
進
む
中

で
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
バ

ス
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
重
要

と
考
え
る
が
、
将
来
の
都
市
の
発
展
を

踏
ま
え
た
、
南
北
市
街
地
の
一
体
化
に

寄
与
す
る
バ
ス
交
通
の
実
現
に
向
け
て

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

新潟駅の南口と万代口をつなぐ駅直下
バスターミナルの完成イメージ

　
　

弁
天
線
を
通
り
古
町
・
市
役
所
を

行
き
来
す
る
新
潟
駅
の
南
北
縦
貫
路
線

の
新
設
や
、
既
存
路
線
の
さ
ら
な
る
充

実
に
向
け
新
潟
交
通
と
検
討
し
て
い
く
。

‌　
　

昨
年
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
自

治
体
認
証
ま
で
の
経
過
と
認
証
の
意
義

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

従
来
、
湿
地
の
保
全
・
利
活
用
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年
11
月
に
認
証

を
受
け
た
。
国
際
的
な
都
市
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
活
用
し
、
交
流
人
口
拡
大
、
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
に
つ
な
げ
る
。

休
日
保
育
の
実
施
園
拡
大
と

�

市
立
幼
稚
園
の
預
か
り
時
間
拡
充

武
田　

勝
利

（
日
本
共
産
党
市
議
団
）

‌　
　

共
働
き
世
帯
の
増
加
、
休
日
を
含

め
た
働
き
方
の
変
化
を
背
景
に
、
休
日

保
育
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
実
施
園
の
偏
り
が
あ
る
。

ど
の
地
域
で
も
保
護
者
の
要
望
に
応
じ

て
休
日
保
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
休
日

保
育
実
施
園
を
増
や
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

　
　

休
日
保
育
を
利
用
し
に
く
い
と
い

う
声
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
複
数
施
設
で
の
共
同
実
施

の
手
法
も
含
め
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
な
が
ら
実
施
園
の
拡
大
に
努
め
る
。

‌　
　

市
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を
来

年
度
か
ら
市
の
責
任
で
、
午
後
６
時
ま

で
時
間
延
長
し
、
土
曜
日
や
夏
休
み
、

冬
休
み
も
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る
な

ど
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
教
育
環

境
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

保
護
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
預
か
り
保

育
に
つ
い
て
、
来
年
度
以
降
の
段
階
的

な
実
施
に
向
け
て
国
の
制
度
の
活
用
や

保
育
体
制
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
教
育
長
）

産
後
ケ
ア
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
と

�

次
期
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
の
策
定
方
針

加
藤　

大
弥

（
と
も
に
躍
動
す
る
新
潟
）

‌　
　

本
年
度
の
重
点
施
策
で
あ
る
、
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
３
施
策
に
関
す
る

こ
れ
ま
で
の
実
績
、
成
果
お
よ
び
課
題

と
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進

に
向
け
た
具
体
策
を
伺
う
。

　
　

３
施
策
の
実
施
に
よ
り
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
が
進
ん
だ
。
産
後
ケ
ア
事
業
は
、

周
知
不
足
が
課
題
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

‌　
　

団
塊
の
世
代
が
こ
ぞ
っ
て
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
が
目
前
に
迫
る

中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。

３
年
を
計
画
期
間
と
す
る
地
域
包
括
ケ

ア
計
画
は
本
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

来
年
度
か
ら
の
第
９
期
計
画
策
定
に
向

け
た
方
向
性
や
考
え
方
を
伺
う
。

　
　

中
長
期
的
な
人
口
動
態
や
介
護

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の

整
備
、
介
護
人
材
の
確
保
な
ど
の
優
先

順
位
を
検
討
し
、
計
画
を
定
め
て
い
く
。

環
境
悪
化
が
進
む
佐
潟
の
再
生
と

�
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
居
場
所
づ
く
り

佐
藤　

正
人（

翔
政
会
）

‌　
　

周
辺
の
砂
丘
地
か
ら
地
下
水
と

な
っ
て
湧
き
出
る
水
を
源
と
す
る
佐
潟

は
、
近
年
、
潟
全
体
に
あ
っ
た
ハ
ス
や

ヒ
シ
が
ほ
ぼ
全
滅
し
、
全
国
の
湖
沼
と

比
べ
て
も
水
質
が
悪
化
し
て
い
る
。
水

生
植
物
の
減
少
の
一
因
は
、
外
来
種
で

あ
る
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
の
繁

殖
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
夏
の
少

雨
・
高
温
に
よ
り
一
層
の
悪
化
が
予
想

さ
れ
る
。
佐
潟
を
救
う
た
め
に
、
抜
本

的
な
水
質
改
善
が
必
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
方
策
を
伺
う
。

　
　

こ
れ
ま
で
泥
の
排
出
や
水
位
管
理

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
が
、
今

秋
に
、
湧ゆ

う

水す

い

確
保
や
水
流
改
善
の
た
め
、

　
　

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
と
と
も
に
、

お
互
い
を
尊
重
し
あ
う
大
切
さ
を
学
ぶ

機
会
と
な
る
交
流
・
共
同
学
習
を
丁
寧

に
実
施
、
継
続
し
、
子
ど
も
た
ち
の
多

様
性
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
取
り
組
む
。

（
教
育
長
）

新
潟
ま
つ
り
３
０
０
年
事
業
と

�

Ｇ
Ｘ
企
業
支
援
に
い
が
た
２
Ｋキ

ロ

万
円

美
の　

よ
し
ゆ
き

（
翔
政
会
）

‌　
　

新
潟
ま
つ
り
は
１
７
２
６
年
に
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
間
も
な
く

開
催
３
０
０
年
を
迎
え
る
。
そ
の
節
目

に
、
記
念
事
業
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

　
　

新
潟
ま
つ
り
３
０
０
年
を
契
機
に
、

市
民
や
地
元
企
業
・
団
体
が
大
い
に
盛

り
上
が
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
た
め
、

節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
祭
り
と
な
る
よ
う

実
行
委
員
会
と
検
討
し
て
い
く
。

‌　
　

国
の
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
の
投
資
に

よ
っ
て
、
仮
に
人
口
割
と
し
た
場
合
、

本
市
で
は
約
１
２
０
０
億
円
の
経
済
効

果
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
経
済
効
果
を

得
る
た
め
に
、
Ｇ
Ｘ
を
促
進
す
る
既
存

民
間
企
業
へ
の
支
援
制
度
と
し
て
、
補

助
額
２
千
万
円
を
基
準
と
す
る「
Ｇ
Ｘ

企
業
支
援
に
い
が
た
２
Ｋ
万
円
」と
名

付
け
た
事
業
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

●ＧＸ経済移行債
　国は、地球温暖化ガスの
排出を2050年までに実質的に
ゼロにするために、官民合わ
せて今後10年間で150兆円規
模の投資が必要だとしてい
る。その投資額のうち、約20
兆円を国がＧＸ経済移行債と
して調達し、民間企業の投資
が活発化するためのきっかけ
になることを目指し、先行投
資を行うとしている。

　
　

国
の
制
度
の
詳
細
把
握
に
努
め
、

時
機
を
逃
さ
ず
Ｇ
Ｘ
推
進
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
支
援
の
体
制
や
内
容
な
ど
も

含
め
今
後
の
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学
び
の
保
障
と

�

教
職
員
の
働
き
方
改
革

小
林　

裕
史

（
新
風
に
い
が
た
）

‌　
　

不
登
校
児
童
・
生
徒
数
は
、
９
年

連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
し
て
お
り
、

小
学
生
は
４
倍
に
増
え
て
い
る
。
不
登

校
の
児
童
・
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
適

応
指
導
教
室
」の
拡
充
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
内
の
設
置
状
況
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

校
内
適
応
指
導
教
室
は
、
中
学
校

に
比
べ
小
学
校
で
の
設
置
が
進
ま
ず
、

専
門
性
の
あ
る
専
任
教
員
の
配
置
な
ど

が
課
題
。
全
区
に
設
置
し
た
校
外
適
応

指
導
教
室
に
つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
の

周
知
や
広
報
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
教
育
長
）

‌　
　

長
時
間
労
働
が
慢
性
化
し
て
い
る

小
・
中
学
校
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
、
多
忙
化
解
消
と
並
行
し
て
処

遇
改
善
を
進
め
る
こ
と
が
、
学
校
現
場

で
の
子
ど
も
中
心
社
会
を
進
め
る
上
で

も
重
要
と
考
え
る
が
、
第
３
次
多
忙
化

解
消
行
動
計
画
の
成
果
を
伺
う
。

●�第３次多忙化解消行動
計画

　第３次計画は、「協働」と
「分担」をキーワードに、一
人の教職員で抱え込まない、
一つの学年で抱え込まない、
一つの学校で抱え込まない
とし、学校園が「協働」しな
がら役割を「分担」し、効率
よく業務を行う仕組みを構築
し、「新しい学校生活様式」
の創造を目指している。

　
　

同
計
画
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
教

職
員
の
多
忙
化
解
消
に
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
。
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
教
育
長
）

▼�
一
般
質
問
者
は
23
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼�
 

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

にいがた市議会だより 2令和５年（2023年）11月５日

●２面以降、次の会派名を略称で記載しています。（日本共産党市議団）＝日本共産党新潟市議会議員団、（新風にいがた）＝新風でにいがたを維新する会


